
概 要

人工林施業に伴い産出される広葉樹の有効活用に向けた取組

取組事項2（1-1、1-3、2-6）

広葉樹の安定供給に向けた取組

○道内における広葉樹の需要に対応するため、人工林施業に伴い産出される広葉樹の有効活用に向けた
取組や、天然林施業技術を継承するための人材育成を進めます。
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①採材・仕分け研修会の開催

区分 材積 比率

針葉樹 4,825百m3 92％

広葉樹 436百m3 ８％

合 計 5,261百m3 100％

■Ｒ７年度人工林立木販売実績

天然林施業技術を継承するための人材育成

①伐木造材技術研修会の開催

・天然林を伐採できる伐木手の育成を
目的として、広葉樹の大径木を安全
に伐倒する技術を習得するための研
修会を開催。

対象：森林組合、林業事業体等
令和７年度 伐木造材技術研修会

・人工林施業に伴い産出される広葉樹の有効活用を図るため、 採材・仕分
け技術を習得する研修会を開催。

②職員の技術向上

・天然林施業を実践できる職員の育成を目的として、施業対
象箇所や伐採木の選定、樹種判定などの立木調査技術を
習得するための研修等を実施。

人工林内 広葉樹

人工林伐採量の

約１割が広葉樹

樹種判定などの立木調査

伐採木の選定

施業対象箇所の選定の踏査
令和7年度 採材・仕分け研修会

<研修内容>
銘木市における樹種別のトレンドや広葉樹丸太の節・曲がり・腐れなどの欠点
を踏まえた、最適な玉切り位置など販売価格に影響するポイントについて学習

対象：森林組合、市町村、林業事業体等


